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［重要］ログアウトするときにクリックします。

メニュー
自分が参加している
コースが表示されます

学生として資料を閲覧してみましょう

１

２

（1）WebClassのログイン画面が表示されます。

(2)学生のUserIDとパスワードを入力して
［LOGIN］ボタンをクリックします。

http://lms.cc.oita‐u.ac.jp/webclass/
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（4）［学生２］ 講義資料 をクリックして下さい

(3)土曜日4限目にある「WebClass利用者講習会」を

クリックします。

→ WebClass利用者講習会が表示されます。

このコースにはあらかじめ、いくつかの
コンテンツが登録されています。

学生向けの体験用コンテンツには

［学生○］□□□□

のような名前をつけています。
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→ 掲載されている資料を閲覧できます。

この資料はPowerPointファイルを
掲載した例です。

スライドの上にある 次へ の文字を
クリックすると、スライドが進みます。

（5）［資料を閉じる］ボタンをクリックします。

どちらかひとつで結構です。

→ 最初のメニュー画面に戻って来ました
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学生として資料をダウンロードしてみましょう

（1）［学生３］ レポート書式のダウンロードを
クリックして下さい。

（2） 添付資料の文字をクリックする。

（3）ファイル名をクリックする。

実施計画評価シートファイルをデスクトップ
に保存して下さい。

お使いのブラウザによって、
画面の表示が異なります。

右図はInternet Explorer を使った場合
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（4）ダウンロードが完了したら、「このウィンドウを
閉じる」の文字列をクリックする

ポップアップで新しく表示された小さなウィ
ンドウは閉じます。

（5）［資料を閉じる］ボタンをクリックします。

→ 最初のメニューが面に戻って来ました

（6）デスクトップにあるダウンロードしたWordファイ
ルを開き、内容を確認します。

画面左上にある［ログアウト］の文字をクリックして、コースを離れます。
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教員で資料を掲載してみましょう

（1）WebClassのログイン画面を表示します。

（2）教員のUserIDとパスワードを入力し、
［LOGIN］ボタンをクリックします。

→ WebClass利用者講習会が表示されます。

教員としてログインすると、学生モードには
ない機能が使えるようになります。

このコースにはあらかじめ、いくつかの
コンテンツが登録されています。

学生向けの体験用コンテンツには
［学生○］□□□□

のような名前をつけています。

ここでは、ゼロから会議室を作るので、
すでに登録されたコンテンツは使いません。

（3）土曜日4限目にある「WebClass利用者講習会」を

クリックします。

http://lms.cc.oita‐u.ac.jp/webclass/
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（4）資料の右にある［新規作成］の文字をクリックします。

→ 資料の設定画面が表示されます。

（5） タイトルに 「テスト資料１」と入力します。

同じタイトルの資料が存在する場合は、
エラーが表示されます。

通し番号を変えるなど、タイトルが同じに
ならないように再入力して下さい。

（6）［資料作成ページ編集］をクリックします。
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→ 資料ページの編集画面が表示されます。

［参照］ボタンより、掲載するファイルを選択して下さい

（7）［保存］ボタンをクリックします。

画面が小さいパソコンの場合、
右にスクロールする必要があります。

Office2007形式ファイルの変換が
うまくいかない場合は、
Office2003形式で保存してから変換して下さい。

→ ファイルが掲載されました。
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（8）［変更を保存して終了］ボタンをクリックします。

（10）画面左上にある［ログアウト］の文字をクリックして、コースを離れます。

→ テスト資料１が追加されました。

（9）［コースメニューに戻る］ボタンをクリックします。

→ 最初のメニュー画面に戻って来ました
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